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発行人 麗和サッカークラブ会長  松村道彦

OB会長 松村道彦
今年は厳しい夏から残暑を経て、秋らしい日は何日あつたのだろうかと思わせる気象状況で冬を迎えた

ような気がします。皆さんいかがお過ごしでしょうか。10月 から 11月 にかけて高校選手権 2次予選が開

催されました。県ベスト8は公立 1校、7校が私立高校、ベスト4はすべて私立高校でした。これが現在

の埼玉県の高校サッカーの現状です。わが校は 1回戦で早大本庄高校に惜敗しました。現役情報に詳しく

記載されていますが後半の残り 15分間の戦いは見事でした。副会長 3名 と一緒に応援しましたが、同点に

なった時は立ち上がり4人でハイタッチをしていました。延長かと思われた最後の最後で突き放された瞬

間は茫然とその場に立ち尽くしてしまいました。このチームを新人戦から見ていますが、本当に伸びたと

思います。スタッフの皆さんのご指導と、何よりも選手たちが努力した結果だと感じます。ご苦労様でし

た。新チームも始動しています。お時間のあるOBの方は是非母校のグラウンドに足を運び激励、ご指導
していただければ幸いです。

毎回になりますが、会費の納入についてご協力よろしくお願いいたします。

毎年恒例の 「新年初蹴り会」を以下の要領で開催します。

新年を祝い、OB。 現役一緒に楽しくサッカーをやりましょう !

今年も残念ではありますが、新年会 (懇親会)は行いません。

1.同 時
2.ス ケジュール

令和 7年 1月 5日 (日 )

13:0(〕 集合

13:15 現役紅白戦 30分 × 2本
14:2()OB紅 白戦 25分 × 2本
15:30 1解 散

初蹴り当日、サッカー部創部 100周年記念誌が浦高で購入できます。まだ、お持ちでない方は是非お買い

求めください。3000円 となります。

当日参加できない方で、購入希望の方は郵送にて購入できます。今回もQRコードを掲載いたしました。
ここから購入できます。4500円です。

(QRコ ードの有効期間は 1月 20日 までなのでご注意ください)
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※サッカー部創部 100周年記念誌について
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サ ッ カ ー 部 監 督

高 51回 本田 哲也
3年生にとつてひと区切りとなる選手権大会の決勝トーナメントが 10月 13日 に西武文理高校グラウ

ンドで行われました。相手は北部 1部リーグで首位を独走する早大本庄高校、対する浦高も9月 のリーグ戦

3試合で 3連勝するなど順調な仕上がりでした。前半は立ち上がりこそ浦高のハイプレスから決定機を作る

など良い入りができたものの、徐々に相手にリズムを作られます。相手のフォーメーションと速いテンポの

パス回しにうまく守備がはまらず、前半終盤に見事な連携から先制を許してしまいました。0-1で折り返
し、後半になると守備のポジションを修正した浦高の守備が嵌まり始めましたが、リズムをつかみかけた時

にカウンターから背後を取られ手痛い2失点目を喰らってしまいました。今年のチームは失点すると士気が

ドがりそのままずるずる引きずってしまうようなところが課題としてありましたが、この試合では2点 ビハ

インドの状況からこれまで培ってきた粘り強さを発 111夢 してくれました。下を向かずに全員が泥臭く走り続け、

球際で競り勝ち、セカンドボールを回収し続けると、中盤で前を向いた 2年生の岸が左足を一閃。見事なミ

ドルシュー トで反撃の狼煙を上げます。そして、試合終了5分前にコーナーキックの眺ね返りを3年生竹林

が頭で合わせついに同点に追いつくことができました。流れからいくと延長に入つて浦高が勢いそのままに

もう 1点という雰囲気でしたが、後半アディショナルタイムで相手コーナ一ヽキックを押し込まれて 3失点日

を喫してしまい万事休す。試合終 了となってしまいました。あと一歩のところで惜しくも涙を呑んだわけで

すが、最後まで諦めずに戦った選手たちは胸を張って良い戦いぶりでしたし、成長した姿は応援してくれた

方々に恥じないものだったのではないかと思います。

当日は OB会長、副会長をはじめ、多くの方々に応援に駆けつけていただいたこと、この場をお借りして

感謝中し上げます。本当にありがとうございました。3年生は引退し、新チームがすでに始動しております。

今後とも皆様から気持ちよく応援していただけるようなテームを目指して頑張って参りますので、ご支援
・

ご協力のほどよろしくお願いいたします。

11月 4日 (月 ・祝)にさいたま市立浦和校高グランドで「第 24回浦和四校サッカー部 OB

交流戦」が実施されました。秋晴れの気持ちの良い天候の下、熱い試合が繰り広げられました。

参加者 35名 と多くの方々にご参加頂き、大変盛り上がりました。

オーバー 35(Bチ ーム)は初戦の南高に敗れ、3位決定戦で市高に勝利して 3位。オーバーー50(Aチ ー

ム)は初戦の南高、3位決定戦の西高ともに敗れ、残念ながら4位の結果となりました。

来年は、我が浦高がホスト校の番ですが、今年人「 1芝化が完成した西高さんと順番を入替えて

開催調整中です。早く浦高の人口芝グラウンドで交流戦をやりたいものです。

浦和四校サッカー部 OB交流戦

オーバー 350e03位   オーバー 500004位

<浦 高 成 績>
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若手交流戦は、例年レベルの高い戦いが見られ、とても面白い大会になっています。レイワ SC

を中心にたくさんの若手 OB(18歳～ 35歳)に参加頂き、大会を盛り上げていきたいと思い

ます。是非ご参加下さい。大会の詳細は決定次第、HPに掲載致します。

1.日 程

2.会場
3.集合

令和 7年 2月 11日 (火 。祝 )

浦和西高 (人工芝)で調整中

未定   ※詳細は別途 HPに掲載予定

会報 69号 (10月 発行)では、日標額の寄付が集まり事業化にむけて県と調整中とお知らせしました。

しかし、県との協議の結果、当初予定の見積り金額では物価高騰含め、諸般の事情で事業化はできないと

のことで、令和 7年度の着工は見送らざるを得ない状況になりました。そこで、日標額の再設定や寄付期

間延長を含むプランの見直しが必要となり、現在新たなプランを策定中であります。

目標金額等の詳細が決定次第改めてご連絡いたしますが、現時点で言えることとしては、
「早期事業化に向

けて、これまで以上のスピー ド感をもって寄付募集を進めること」しかありません。これまで多大なるご

支援、ご協力をいただいた皆様には大変心苦しいのですが、今後さらなるご協力を賜りますよう心よりお

願い申し上げます。

〇 社会人 1回 5,000円   学生 (浪人生を含む)1「121000円
○ 郵便振込 ⇒ 同封の振込用紙をご利用ください。(振込手数料当会負担)
○ 銀行振込 ⇒ 埼玉りそな銀行 さいたま新都心支店 普通 0273349

麗和サッカークラブ (レイワサッカークラブ)

※振込手数料は、ご負担ください。

※必ず卒業国あるいは卒業年度を振込人前に記載してください。

(例 )38回  早川徹
※埼玉りそな銀行 。りそな銀行にて口座作成してインターネットハ

｀`
ンキングにて上記埼玉りそな

銀行日座に振込の場合は、手数料無料で銀行に行かなくても振込手続きできます。

*まだ会費未納入の方は、納入をお願いします。毎年度予算目標達成に大変苦労しております。

社会人の方は、できる限り2日以上の会費納入のご協力を何卒宜しくお願いします。

会長 :松村道彦

チヽ有メール :reiwasc1923@yahoo.co.jp

若手浦和四校交流戦案内

埼玉県教育環境整備基金 (浦和高等学校グラウンド人工芝化による部活動等活性化プラン)
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会費納入方法について

転居等により会報送付先の住所が変更になる場合には、下記の担当者にメールにてご連絡下さい。


